
伊
予
灘

次
に
掲
げ
る
線
及
び
陸
岸
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
海
域
の
う
ち
、
安
芸
灘
を
除
い
た
海
域

一

広
島
県
呉
市
仁
方
町
と
同
市
川
尻
町
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点
と
同

市
上
蒲
刈
島
白
埼
を
結
ん
だ
線

二

広
島
県
呉
市
上
蒲
刈
島
黒
鼻
と
愛
媛
県
松
山
市
と
同
県
今
治
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸

線
に
お
け
る
境
界
点
を
結
ん
だ
線

三

愛
媛
県
佐
田
岬
灯
台
と
大
分
県
関
埼
灯
台
を
結
ん
だ
線

四

山
口
県
下
松
市
と
同
県
光
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点
と
同
県
下
松

市
笠
戸
島
鎌
石
岬
を
結
ん
だ
線

五

山
口
県
下
松
市
笠
戸
島
火
振
岬
と
大
分
県
豊
後
高
田
市
と
同
県
国
東
市
と
の
最
大
高
潮

時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点
を
結
ん
だ
線

周
防
灘

次
に
掲
げ
る
線
及
び
陸
岸
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
海
域

一

山
口
県
下
松
市
と
同
県
光
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点
と
同
県
下
松

市
笠
戸
島
鎌
石
岬
を
結
ん
だ
線

二

山
口
県
下
松
市
笠
戸
島
火
振
岬
と
大
分
県
豊
後
高
田
市
と
同
県
国
東
市
と
の
最
大
高
潮

時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点
を
結
ん
だ
線

三

山
口
県
火
ノ
山
下
潮
流
信
号
所
と
福
岡
県
門
司
埼
灯
台
を
結
ん
だ
線

２

網
目
の
制
限

さ
わ
ら
を
目
的
と
し
た
流
し
網
漁
業
に
お
い
て
使
用
す
る
漁
具
の
網
目
は
、
十
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す

る
。

３

区
域
の
操
業
制
限

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
域
に
お
い
て
は
、
中
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
あ
っ
て
、下
欄
に
掲
げ
る
制
限
を
設
け
る
。

区

域

期

間

制

限

紀
伊
水
道

五
月
十
五
日
か
ら
六
月
二
十
日
ま
で

さ
わ
ら
を
目
的
と
し
た
操
業
の
禁
止

大
阪
湾

五
月
二
十
五
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

（
た
だ
し
、
さ
わ
ら
を
目
的
と
し
た
流
し

網
漁
業
は
六
月
五
日
か
ら
七
月
十
一
日
ま

で
）

さ
わ
ら
を
目
的
と
し
た
操
業
の
禁
止

播
磨
灘

九
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
（
た

だ
し
、
さ
わ
ら
を
目
的
と
し
た
流
し
網
漁

業
は
九
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
）

さ
わ
ら
を
目
的
と
し
た
操
業
の
禁
止

は
な
つ
ぎ
網
漁
業
に
お
け
る
さ
わ
ら
の
年
間
漁
獲

量
を
四
十
ト
ン
以
下
と
す
る

さ
わ
ら
船
曳
網
漁
業
に
お
け
る
さ
わ
ら
の
年
間
漁

獲
量
を
二
ト
ン
以
下
と
す
る

備
讃
瀬
戸

九
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
（
た

だ
し
、
さ
わ
ら
を
目
的
と
し
た
流
し
網
漁

業
は
九
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
）

さ
わ
ら
を
目
的
と
し
た
操
業
の
禁
止

燧
灘

九
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

さ
わ
ら
を
目
的
と
し
た
操
業
の
禁
止

さ
ご
し
巾
着
網
漁
業
に
お
け
る
さ
わ
ら
の
年
間
漁

獲
量
を
四
十
六
ト
ン
以
下
と
す
る

安
芸
灘

九
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

さ
わ
ら
を
目
的
と
し
た
操
業
の
禁
止

伊
予
灘

五
月
十
六
日
か
ら
六
月
十
五
日
ま
で

さ
わ
ら
を
目
的
と
し
た
操
業
の
禁
止

周
防
灘

五
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

さ
わ
ら
を
目
的
と
し
た
操
業
の
禁
止

４

指
示
の
有
効
期
間

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

平成™›年›月š日 火曜日 (号外第��号)官 報

瀬
戸
内
海
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
二
十
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
沿
岸
く
ろ
ま
ぐ
ろ
漁

業
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
三
日

瀬
戸
内
海
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
会
長

前
田

健
二

１

定
義

こ
の
指
示
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

\

「
瀬
戸
内
海
」

漁
業
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
十
号
）
第
二
十
七
条
に
定
め
る
瀬
戸
内
海

]

「
沿
岸
く
ろ
ま
ぐ
ろ
漁
業
」

動
力
漁
船
に
よ
り
く
ろ
ま
ぐ
ろ
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業（
漁
業
法（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
定
置
漁
業
、
同
条
第

五
項
に
規
定
す
る
共
同
漁
業
、
法
第
七
条
に
規
定
す
る
入
漁
権
に
基
づ
き
営
む
共
同
漁
業
、
法
第
五
十
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
指
定
漁
業
、
法
第
六
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
漁
業
、
特
定
大
臣
許
可
漁
業
等
の
取
締
り
に
関

す
る
省
令
（
平
成
六
年
農
林
水
産
省
令
第
五
十
四
号
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
大
臣
許
可
漁
業
、
同
条

第
三
項
に
規
定
す
る
届
出
漁
業
、
都
道
府
県
規
則
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
営
む
漁
業
及
び
法
第

六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
示
に
よ
り
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
若
し
く
は
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

の
承
認
又
は
こ
れ
ら
委
員
会
へ
の
届
出
を
要
す
る
漁
業
を
除
く
。）

２

届
出

\

平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
の
間
に
瀬
戸
内
海
に
お
い
て
、
沿
岸
く
ろ
ま

ぐ
ろ
漁
業
を
営
も
う
と
す
る
者
は
、
使
用
す
る
船
舶
ご
と
に
、
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
日
ま
で
に
、
別
記
様
式

第
一
号
（
漁
業
協
同
組
合
（
以
下
「
組
合
」
と
い
う
。）を
経
由
し
て
届
出
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
別
記
様
式
第
二

号
）
に
よ
る
届
出
書
に
、
漁
船
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
第
十
条
に
よ
る
漁
船
原
簿
の
謄
本
を

添
え
、
瀬
戸
内
海
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
届
出
書
中
、
都
道
府
県
か
ら
、
当
該
届
出
に
係
る
船
舶
が
漁
船
法
第
十
条
に
規
定
す
る
登
録
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
旨
の
確
認
を
受
け
た
と
き
は
、
漁
船
原
簿
の
謄
本
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

]

前
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
は
、
届
出
書
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
別
記

様
式
第
三
号
に
よ
り
委
員
会
に
変
更
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
の
届

出
が
船
名
又
は
船
舶
総
ト
ン
数
の
変
更
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
漁
船
法
第
十
条
に
よ
る
漁
船
原
簿
の
謄
本

を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
届
出
書
中
、
都
道
府
県
か
ら
、
当
該
届
出
に
係
る
船
舶
が
漁
船
法
第
十

条
に
規
定
す
る
登
録
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
旨
の
確
認
を
受
け
た
と
き
は
、
漁
船
原
簿
の
謄
本
の
添
付
を
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

３

漁
獲
実
績
報
告
書

\

２
の
届
出
を
し
た
者
は
、
当
該
届
出
に
係
る
漁
業
の
当
年
（
平
成
二
十
四
年
に
あ
っ
て
は
、
七
月
一
日
か
ら
十

二
月
三
十
一
日
の
間
）
の
漁
獲
実
績
報
告
書
を
翌
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

]

前
号
の
漁
獲
実
績
報
告
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
四
号
（
組
合
を
経
由
し
て
提
出
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
別

記
様
式
第
五
号
）
と
す
る
。

４

指
示
の
有
効
期
間

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

œ
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